
資料５

上段：新規採択

下段：今回評価 事業化年度 完了年度

新規評価

事後評価

・事業の効果は十分に発現していることから、今後
の事後評価及び改善措置の必要性はない。

・同種事業の計画・調査のあり方及び事業評価手法
について現時点で見直しの必要性は見られない。

R1

R3 6.3 － － －
R6

6.1

・位置、規模及び構造の観点から、業務を行うための基
本機能を満足していることが確認できる。
・地域性、景観性、環境保全性、ユニバーサルデザイ
ン、防災性及び耐用・保全性について、特に充実した取
組がなされており、官庁営繕の施策が適切に反映されて
いることが確認できる。
以上より、想定していた事業の効果は十分に発現してい
ると考えられる。

－ － －

後～4 瀬棚海上保安署

施設の老朽、狭あい、津波浸水被害等
の解消を図るため、高台敷地に移転整
備する事業
・敷地：2,080㎡
・庁舎：鉄筋コンクリート造　2階建
・規模：888㎡

R1

R3

北海道開発局事業審議委員会（令和６年度第４回）　審議案件一覧【事後評価】≪官庁営繕事業≫

事　　業　　名 事業の概要、目的・必要性等
事業期間

総事業費
(億円)

費用便益比
Ｂ／Ｃ

事業の効果の発現状況
総費用
（億円）

総便益
（億円）

今後の事後評価の必要性　等 備　　考
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